
おばあちゃんのおひな様�
お母さんのおひな様�
お姉さんのおひな様�
ならんでちょっとおすましです。�
私のおひな様はお花のきもので笑っています。�
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広報�
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特集： まちのＩＴ化状況�
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生涯学習に役立っています�

米澤 直樹さん（種田）�
　今から約7年前の63歳
になった時、何か勉強
したいと思いパソコン
教室へ通いました。今
では表計算ソフトを使えるようになり会計帳簿をつけた
りしています。�
　インターネットの良い所は、情報が簡単に送ったり受
けたりできる事ですね。最近では千葉にいる孫とメール
で連絡を取合っています。メールだとデジタルカメラで
撮った写真も添付できるので電話では伝える事ができな
い顔の表情がわかります。そしてインターネットは新聞
より早い情報が読めるので生活にとても役立ちますね。�

子育てにたすかりますね�

太田 留美さん（東山見）�
　基本的に仕事でパソコン
を使う事が多いのですが、子
どもが生まれてからはデジ
タルカメラで撮った写真を
加工しオリジナルTシャツなどを作ったりしていますね。�
　子どもがいると、どうしても手が離せないので家にい
ながらにして買い物ができるインターネット、特にネッ
トオークションを重宝しています。これだと、どこに住
んでいても色々な商品を選ぶことができるし、安く手に
入る事もあるので気にいっています。また、孫の成長を
見たさに、実家の親も最近パソコンを始めたので、メール
に写真を添付して子どもの成長を見せています。(̃õ)

Q 自宅にパソコンを�
 もっているか�

Q ケーブルテレビに�
 加入しているか�

2H15年／3月号�

 ＩＴ（information technology）とは？�
　情報技術のことでイメージとして何となく理解できるも
のの、その明確な実態については「？」と思わず首をかしげ
てしまうのが現実です。一言で言ってしまえば情報に対す
る技術です。例えばパソコンを使って色々な情報を得るこ
とを言います。�

持っている�
60.5％�

（791世帯）�

持っていない�
39.5％�

（517世帯）�

回収 1,308／2,106世帯� デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
っ
て
変

わ
る
テ
レ
ビ�

　
１
つ
の
番
組
の
中
で
最
新

の
ニ
ュ
ー
ス
・
地
震
気
象
情

報
、
身
近
な
く
ら
し
の
情
報

な
ど
を
見
る
こ
と
が
で
き
”

野
球
中
継
は
最
後
ま
で
“”映

画
は
見
た
い
時
間
か
ら
“と

い
っ
た
よ
う
な
皆
さ
ん
の
要

望
に
答
え
る
こ
と
の
で
き
る 

双
方
向
の
放
送
が
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。�

�

身
近
身
近
な
Ｉ
Ｔ
と
は
？�

　
み
な
さ
ん
が
も
っ
と
も
身
近

　
み
な
さ
ん
が
も
っ
と
も
身
近

に
感
じ
て
い
る
の
が
パ
ソ
コ
ン

に
感
じ
て
い
る
の
が
パ
ソ
コ
ン

で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
る
こ
と

で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
る
こ
と

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
な
ど
で

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
な
ど
で

Ｅ
メ
ー
ル
を
す
る
こ
と
も

Ｅ
メ
ー
ル
を
す
る
こ
と
も
Ｉ
Ｔ

を
活
用
し
た
物
の
一
つ
で
す

を
活
用
し
た
物
の
一
つ
で
す
。�

Ｉ
Ｔ
に
よ
っ
て
変
化
し
た
広
報�

　
月
１
回
発
行
の
広
報
で
町
の

情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
が
、ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
ほ
ぼ
毎
日
、新

鮮
な
情
報
を
皆
さ
ま
に
提
供
で

き
ま
す
。�

　
そ
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

接
続
さ
れ
た
パ
ソ
コ
ン
さ
え
あ

れ
ば
好
き
な
時
に
世
界
中
で
い

つ
で
も
町
の
情
報
を
得
る
事
が

で
き
ま
す
。�

身
近
な
Ｉ
Ｔ
と
は
？�

　
み
な
さ
ん
が
も
っ
と
も
身
近

に
感
じ
て
い
る
の
が
パ
ソ
コ
ン

で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
る
こ
と

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
な
ど
で

Ｅ
メ
ー
ル
を
す
る
こ
と
も
Ｉ
Ｔ

を
活
用
し
た
物
の
一
つ
で
す
。�

　
平
成
１５
年
１
月
に
町

内
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
へ
の
加
入
状
況

の
把
握
を
目
的
と
し
て
、

町
全
世
帯
を
対
象
と
し

て
Ｉ
Ｔ
利
用
状
況
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
回
答
世
帯

の
約
６０
％
が
パ
ソ
コ
ン

を
所
有
し
、
約
４３
％
が

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。�

ＴＳＴとなみ衛星通信テレビの調
査では969世帯が加入（Ｈ15.1現在）�

加入している�
47.6％�

（623世帯）�

加入して　　�
　　いない�
52.4％�

（685世帯）�



生活の中に活かせます�

気軽にできます�

田中 敏彦さん（雄神）�
　よく使うのが百科事典
代わりにインターネット
を利用することですね。
わからない用語はインタ
ーネットですぐに調べら
れます。そして仕事がら外出することが少ないので家に
いながらにして新鮮な情報がわかるのはとても良いもの
です。町で開催されたIT講習会に参加したおかげで基礎
的なパソコンの使い方は勉強できました。これからはま
すますITが必需品になってくると思うので積極的に生活
の中に取り入れていきたいですね。�

松村 美惠子さん（青島）�
　パソコンに触れるきっかけは
町が開催したＩＴ講習会に参加
したことからでした。今までテ
レビの料理番組に出てくるレシ
ピを急いで書き写さなければなりませんでしたが、イン
ターネットだと料理番組のHPを開きゆっくり見ること
ができるので助かります。パソコンは若い人が使うもの
だと思っていましたが触っていると少しづつできるよう
になり楽しくなってきました。�

特集�

Q インターネットを�
 利用しているか�

Q 町ホームページを�
 見たことがあるか�

3 H15年／3月号�

利用している�
43.1％�

（564世帯）�利用していない�
56.9％�

（744世帯）�

身
近
な
Ｉ
Ｔ
と
は
？�

　
み
な
さ
ん
が
も
っ
と
も
身
近

に
感
じ
て
い
る
の
が
パ
ソ
コ
ン

で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
る
こ
と

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
な
ど
で

Ｅ
メ
ー
ル
を
す
る
こ
と
も
Ｉ
Ｔ

を
活
用
し
た
物
の
一
つ
で
す
。�

Ｉ
Ｔ
に
よ
っ
て
変
化
し

変
化
し
た
広
報
広
報�

　
月
１
回
発
行
の
広
報
で
町
の

　
月
１
回
発
行
の
広
報
で
町
の

情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
が

情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
が
、ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
ほ
ぼ
毎
日

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
ほ
ぼ
毎
日
、新

鮮
な
情
報
を
皆
さ
ま
に
提
供
で

鮮
な
情
報
を
皆
さ
ま
に
提
供
で

き
ま
す
。

き
ま
す
。�

　
そ
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

　
そ
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

接
続
さ
れ
た
パ
ソ
コ
ン
さ
え
あ

接
続
さ
れ
た
パ
ソ
コ
ン
さ
え
あ

れ
ば
好
き
な
時
に
世
界
中
で
い

れ
ば
好
き
な
時
に
世
界
中
で
い

つ
で
も
町
の
情
報
を
得
る
事
が

つ
で
も
町
の
情
報
を
得
る
事
が

で
き
ま
す
。

で
き
ま
す
。�

Ｉ
Ｔ
に
よ
っ
て
変
化
し
た
広
報�

　
月
１
回
発
行
の
広
報
で
町
の

情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
が
、ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
ほ
ぼ
毎
日
、新

鮮
な
情
報
を
皆
さ
ま
に
提
供
で

き
ま
す
。�

　
そ
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

接
続
さ
れ
た
パ
ソ
コ
ン
さ
え
あ

れ
ば
好
き
な
時
に
世
界
中
で
い

つ
で
も
町
の
情
報
を
得
る
事
が

で
き
ま
す
。�

質問�

地区�

東山見�

青 島 �

雄 神 �

種 田 �

５７．０�

６２．０�

６５．５�

６２．０�

１．４�

１．５�

１．３�

１．４�

４０．６�

４６．３�

４６．９�

４１．２�

３０．３�

３３．２�

３３．５�

２５．７�

自宅にパソコ
ンをもっている�

所有世帯の�
平均所有台数�

インターネッ
トを利用して
いる�

町ホームペ
ージを見たこ
とがある�

（単位：台、％）�

見たことが�
ある�
30.7％�

（401世帯）�

見たことがない�
69.3％�

（907世帯）�

ご協力ありがとうございました。�

求
め
ら
れ
る
Ｉ
Ｔ
行
政�

　
仕
事
を
休
ん
で
役
場
ま
で
出
向

く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
が
ち
な

住
民
票
な
ど
の
取
得
で
す
が
、
現

在
、
住
民
票
や
諸
証
明
の
一
部
を

除
き
郵
便
請
求
や
電
話
予
約
に
よ

る
時
間
外
交
付
で
受
取
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
今
後
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
利
用
し
て
、
今
ま
で
住
所
が

あ
る
市
町
村
で
し
か
取
得
で
き
な

か
っ
た
住
民
票
を
全
国
ど
こ
の
市

町
村
で
も
取
得
で
き
る
よ
う
な
体

制
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
普
段
の
生
活
や
仕
事

で
行
動
す
る
範
囲
は
ど
ん
ど
ん
広

が
っ
て
い
ま
す
の
で
、
さ
ら
に
ニ

ー
ズ
に
応
じ
た
質
の
高
い
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
ま
す
。�

今
後
の
Ｉ
Ｔ
と
行
政�

　
将
来
、
Ｉ
Ｔ
は
さ
ら
に
発
展
し
気

軽
に
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
と

で
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
会
話

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。

そ
う
な
れ
ば
、
自
宅
に
い
な
が
ら
に

し
て
パ
ソ
コ
ン
な
ど
か
ら
届
出
や
証

明
書
の
発
行
、
行
政
相
談
な
ど
が
で

き
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
も
向
上
で
き
ま

す
。�

　
し
か
し
Ｉ
Ｔ
は
急
速
に
普
及
し
て

い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
利
用
し
て
い

な
い
方
は
た
く
さ
ん
お
ら
れ
ま
す
。

町
で
は
、
こ
の
よ
う
な
情
報
格
差
が

あ
る
こ
と
に
留
意
し
、
ま
た
費
用
対

効
果
に
も
十
分
に
気
を
配
り
な
が
ら

住
民
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
Ｉ
Ｔ
化
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。�



　
砺
波
市
・
庄
川
町
任
意
合
併
協
議
会
に

お
い
て
、
こ
れ
ま
で
３
回
に
わ
た
り
、
法

定
合
併
協
議
会
の
設
立
に
向
け
た
協
議
が

行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。�

　
法
定
合
併
協
議
会
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

関
係
議
会
の
議
決
が
必
要
で
す
が
、
そ
の

他
の
合
併
に
関
す
る
す
べ
て
の
事
項
に
つ

い
て
は
、
法
定
合
併
協
議
会
で
協
議
、
決

定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。�

　
こ
れ
ま
で
に
、
法
定
合
併
協
議
会
運
営

の
申
合
せ
事
項
や
事
務
局
規
程
、幹
事
会
・

専
門
部
会
・
分
科
会
設
置
要
領
、
財
務
規

程
、
事
業
計
画
や
予
算
案
等
に
つ
い
て
、

任
意
合
併
協
議
会
で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。�

　
今
後
、
両
市
町
の
３
月
議
会
で
、
法
定

合
併
協
議
会
の
設
置
に
つ
い
て
、
審
議
・

議
決
さ
れ
る
予
定
で
す
。�

　
砺
波
市
・
庄
川
町
任
意
合
併
協
議
会
の

委
員
は
、
安
念
市
長
、
藤
森
町
長
、
両
市

町
助
役
、
両
市
町
議
会
議
員
か
ら
各
５
名
、

担
当
部
課
長
各
１
名
の
計
16
名
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。�

　
４
月
に
設
置
予
定
の
法
定
合
併
協
議
会

の
委
員
は
、
こ
の
ほ
か
に
学
識
経
験
者
と

し
て
両
市
町
か
ら
各
４
名
、
県
か
ら
１
名

を
加
え
た
、
計
25
名
で
構
成
さ
れ
る
こ
と

に
決
ま
り
ま
し
た
。�

　
今
後
、
議
会
で
の
委
員
選
出
や
学
識
経

験
者
委
員
の
選
任
を
行
い
、
法
定
合
併
協

議
会
が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。�

　
新
し
い「
砺
波
市
」の
誕
生
を
め
ざ
し
て
、

本
格
的
な
協
議
が
始
ま
り
ま
す
。�

4H15年／3月号�

砺波市・庄川町任意合併協議会だより�

１�
２�
３�
４�
５�
６�
７�
８�
９�
１０�
１１�
１２�
１３�
１4�
１５�
１６�
１７�
１８�
１９�
２０�
２１�
�
�
２２�
�
�
２３�

合併の方式�

合併の期日�

新市の名称�

新市事務所の位置�

財産及び債務の取扱い�

議会議員の定数及び任期の取扱い�

農業委員の定数及び任期の取扱い�

地方税の取扱い�

一般職の職員の身分の取扱い�

特別職等の身分の取扱い�

条例・規則等の取扱い�

事務機構及び組織の取扱い�

一部事務組合等の取扱い�

使用料、手数料等の取扱い�

公共的団体等の取扱い�

各種団体への補助金、交付金等の取扱い�

町･字の区域及び名称の取扱い�

慣行の取扱い�

国民健康保険の取扱い�

介護保険の取扱い�

消防団の取扱い�

各種事務事業の取扱い�

�

�

�

�

新市建設計画について�

法定合併協議会で協議される事項�

女性政策、姉妹都市、国際交流、広報広聴、防災、電算システム、障
害者福祉・高齢者福祉・児童福祉、保育、生活保護、その他の福祉、
健康づくり、保健衛生、診療所、交通、ごみ収集運搬、環境対策、消費
者、商工･観光、勤労者、農林業、建設、水道、下水道、学校教育、学校
の通学区域、社会教育、スポーツ、社会福祉協議会など�

�「
法
定
合
併
協
議
会
」
と
は
？�

　
合
併
を
す
る
の
か
、
し
な
い
の
か
も
含

め
て
、
合
併
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
事
項
の

協
議
を
行
う
組
織
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。�

　
こ
の
設
置
に
は
、
地
方
自
治
法
に
よ
る

手
続
き
が
必
要
で
、
関
係
市
町
村
の
協
議

に
よ
り
規
約
を
定
め
、
そ
の
設
置
に
つ
い

て
、
関
係
議
会
の
議
決
が
必
要
で
す
。�

　
法
定
合
併
協
議
会
で
は
、
左
上
の
表
に

示
し
た
よ
う
に
、
合
併
の
基
本
4
項
目
や

新
市
建
設
計
画
な
ど
、
合
併
に
関
す
る
あ

ら
ゆ
る
協
議
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。�

　
合
併
特
例
法
に
よ
る
、
有
利
な
合
併
特

例
債
を
活
用
で
き
る
の
は
、
こ
の
建
設
計

画
に
基
づ
く
事
業
の
み
で
あ
り
、
法
定
合

併
協
議
会
の
役
割
は
大
変
大
き
い
も
の
で

す
。�

�「
新
市
建
設
計
画
」
と
は
？�

　
「
新
市
建
設
計
画
」
は
、
市
町
村
の
合

併
に
際
し
、
合
併
関
係
市
町
村
の
住
民
の

皆
さ
ん
に
対
し
て
合
併
市
町
村
の
将
来
に

関
す
る
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
し
、
こ
れ
に
よ
っ

て
住
民
の
皆
さ
ん
が
合
併
の
適
否
を
判
断

す
る
と
い
う
、
い
わ
ば
合
併
後
の
市
町
村

の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
し
て
の
役
割
を
果

た
す
も
の
で
す
。
ま
た
、
こ
の
計
画
を
基

礎
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
合
併
特
例
の
財
政

措
置
が
受
け
ら
れ
ま
す
。�

　
こ
の
よ
う
に
「
新
市
建
設
計
画
」
は
、

非
常
に
重
要
な
計
画
で
あ
り
、
法
定
合
併

協
議
会
に
お
い
て
、
充
分
に
協
議
さ
れ
て

作
成
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。�



昨
年
１２
月
２６
日
、
砺
波
市
役
所
�

　
第
１
回
協
議
会
で
は
、
任
意
合

併
協
議
会
の
会
長
に
安
念
市
長
、

副
会
長
に
藤
森
町
長
が
選
ば
れ
、

規
約
の
承
認
、
運
営
の
申
し
合
わ

せ
事
項
な
ど
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
�

　
ま
た
、
基
本
４
項
目（
　
合
併
の

方
式
は「
新
設
」　
目
途
と
す
る
合

併
の
期
日
は「
平
成
16
年
12
月
　
新

市
の
名
称
は「
砺
波
市
」　
新
市
の

事
務
所
の
位
置
は「
砺
波
市
」）の
確

認
、
議
会
に
提
出
さ
れ
る
法
定
合

併
協
議
会
規
約
、
法
定
合
併
協
議

会
の
事
務
局
規
程
、
幹
事
会
や
専

門
部
会
、
分
科
会
の
設
置
要
領
、

15
年
度
事
業
計
画
、
予
算
案
な
ど

13
項
目
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
�

２
月
１０
日
、庄
川
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
�

　
第
３
回
協
議
会
で
は
、
第
２
回

協
議
会
で
保
留
と
な
っ
た
基
本
４

項
目
の
確
認
に
つ
い
て
、
原
案
の

と
お
り
承
認
さ
れ
、
新
市
の
名
称

を「
砺
波
市
」と
す
る
こ
と
で
合
意

し
ま
し
た
。
�

　
ま
た
法
定
合
併
協
議
会
に
つ
い

て
は
、
会
長
に
藤
森
町
長
、
副
会

長
に
安
念
市
長
を
選
任
し
、
学
識

経
験
者
委
員
の
数
を
９
名（
各
市
町

４
名
、県
１
名
）と
す
る
こ
と
を
決

定
し
ま
し
た
。
�

　
法
定
合
併
協
議
会
の
設
置
に
つ

い
て
は
、
３
月
13
日
に
両
議
会
で

議
決
さ
れ
る
予
定
で
す
。
�

　
そ
し
て
４
月
１
日
、
新
市
誕
生

に
向
け
て
、
法
定
合
併
協
議
会
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
�

１
月
１６
日
、
砺
波
市
役
所
�

　
第
２
回
協
議
会
で
は
、
第
１
回

協
議
会
で
提
案
さ
れ
た
基
本
４
項

目
や
法
定
合
併
協
議
会
規
約
案
を

含
む
13
項
目
に
つ
い
て
協
議
さ
れ

ま
し
た
。�

　
基
本
４
項
目
の
確
認
と
、
規
約

案
の
中
の
学
識
経
験
者
の
委
員
を

７
名
以
内
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て

は
保
留
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
他

の
事
項
に
つ
い
て
は
承
認
さ
れ
ま

し
た
。�

　
特
に
基
本
４
項
目
に
つ
い
て
は
、

合
併
協
議
の
最
重
要
項
目
で
も
あ

り
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
理
解
を
得

て
、
慎
重
に
判
断
す
る
こ
と
が
大

切
で
あ
り
、
そ
の
確
認
は
第
３
回

協
議
会
ま
で
保
留
さ
れ
ま
し
た
。�

富山県のハート�

法定合併協議会の設置に向けて、�
　　　　3回の任意合併協議会で協議を重ねてきました�

　
4
月
1
日
の
法
定
合
併
協
議
会
設
立
に

向
け
て
、
任
意
合
併
協
議
会
で
の
協
議
の

ほ
か
、
両
市
町
の
職
員
間
で
の
具
体
的
な

事
務
の
打
ち
合
わ
せ
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
法
定
合
併
協
議
会
で
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
開
設
し
、
い
ち
は
や
く
合
併
に

関
す
る
情
報
を
紹
介
し
た
り
、
皆
さ
ん
か

ら
の
率
直
な
ご
意
見
を
Ｅ
メ
ー
ル
等
で
お

聞
か
せ
い
た
だ
く
予
定
で
す
。
�

　
ま
た
、
協
議
会
だ
よ
り
も
発
行
し
、
詳

し
く
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
幸
せ
に
つ

な
が
る
合
併
の
実
現
に
向
け
て
、
い
っ
し

ょ
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
�

�����合
併
に
関
す
る
ご
意
見
・
ご
提
案
は
…
�

砺
波
市
・
庄
川
町
�

任
意
合
併
協
議
会
事
務
局
�

（
砺
波
市
合
併
推
進
室
内
）�

　
３３
―
１
１
１
９
�

　
内
線
４
５
１
〜
４
５
３
�

フ
ァ
ッ
ク
ス
３３
―
１
４
６
８
�

Ｅ
メ
ー
ル
�
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率
直
な
ご
意
見
を�

こ
れ
か
ら
も�

お
寄
せ
く
だ
さ
い�ゆず太くん�

ゆず香ちゃん�

チューリくん�

リップちゃん�

砺
波
市
と
の
�

任
意
合
併
協
議
会
発
足
�

砺
波
市
と
の
�

任
意
合
併
協
議
会
発
足
�

新
市
の
名
称
を
�

「
砺
波
市
」
で
合
意
�

新
市
の
名
称
を
�

「
砺
波
市
」
で
合
意
�

法
定
合
併
協
議
会
の
�

規
約
な
ど
を
協
議
�

法
定
合
併
協
議
会
の
�

規
約
な
ど
を
協
議
�



４
月
13
日
� 

富
山
県
議
会
議
員
選
挙�

４
月
27
日
　 

庄
川
町
長
選
挙�

（日）�（日）�

��
投
票
で
き
る
人�

　
別
表
の
住
所
要
件
、
年
齢
要
件

を
満
た
し
て
い
る
人
で
、
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
。�

※
住
所（
住
民
票
）が
あ
っ
て
も
東

京
な
ど
県
外
に
住
ん
で
い
る
学
生

な
ど
は
、
投
票
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。�

入
場
券�

　
投
票
日
の
遅
く
と
も
２
日
前
ま

で
に
各
家
庭
へ
配
布
し
ま
す
。
万

が
一
、
届
か
な
い
場
合
は
、
区
長

ま
た
は
町
選
挙
管
理
委
員
会
（
役

場
内
）
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。�

　
な
お
、
入
場
券
は
投
票
さ
れ
る

際
に
忘
れ
ず
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

紛
失
し
た
と
き
は
、
投
票
所
で
係

員
に
申
し
出
て
投
票
し
て
く
だ
さ

い
。�

不
在
者
投
票�

　
投
票
日
に
次
の
よ
う
な
理
由
で

投
票
に
行
け
な
い
方
は
、
不
在
者

投
票
が
で
き
ま
す
。�

・
自
営
業
で
あ
っ
た
り
冠
婚
葬
祭

な
ど
予
定
が
あ
る
方�

・
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
で
投
票
日
に
投

票
区
に
い
な
い
方�

・
病
気
や
け
が
な
ど
で
歩
行
が
不

自
由
な
方�

・
指
定
さ
れ
た
病
院
・
老
人
ホ
ー

ム
な
ど
に
入
院
ま
た
は
入
所
中

の
方
（
施
設
長
に
申
し
出
れ
ば

そ
の
施
設
で
投
票
で
き
ま
す
）�

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票�

　
身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
り
、

投
票
所
に
行
け
な
い
方
で
認
め
ら

れ
た
方
は
、
郵
便
に
よ
る
不
在
者

投
票
が
で
き
ま
す
。�

居
住
証
明（
県
議
選
）�

　
平
成
14
年
12
月
13
日
以
降
に
県

内
の
他
市
町
村
に
転
入
・
転
出
さ

れ
た
方
は
、
投
票
す
る
と
き
に
居

住
証
明
が
必
要
で
す
。�

・
庄
川
町
か
ら
転
出�

転
出
先
の
市
町
村
役
場
の
窓
口

で
居
住
証
明
を
受
け
取
り
、
庄

川
町
で
投
票
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。�

・
庄
川
町
へ
転
入�

当
町
の
居
住
証
明
を
持
っ
て
転

入
前
の
市
町
村
で
投
票
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。�

�

問
合
先
　
町
選
挙
管
理
委
員
会�

　
　
　
　
　
82
―
１
９
０
１�
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先
日
、
あ
る
番
組
を
見
て

い
て
感
動
を
受
け
ま
し
た
。�

　
そ
れ
は
障
害
を
持
つ
母
親

を
看
て
い
る
兄
弟
達
の
家
庭

が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。�

　「
い
っ
ぱ
い
、
い
っ
ぱ
い
」

だ
と
言
い
な
が
ら
も
、「
お
か
ん
を
み
て
や
る
の
は
俺
し
か
お
ら

ん
。」と
頑
張
っ
て
い
る
姿
を
み
て
で
す
。
子
供
が
親
を
育
て
て

い
る
の
で
す
。�

　「
今
時
の
子
供
は
云
々
…
」の
違
う
面
を
見
た
様
な
気
が
し
ま

し
た
。�

　
本
人
達
の
努
力
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
影
で
支
え
て
い
る
行

政
や
廻
り
の
人
達
の
心
遣
い
み
た
い
な
も
の
を
感
じ
ま
し
た
。�

　
町
は
今
、「
市
町
村
合
併
」の
準
備
を
さ
れ
、
新
年
度
予
算
も

そ
れ
を
視
野
に
入
れ
編
成
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
そ
の
一
つ
に
保
育
料
の
値
下
げ
が
あ
る
様
で
、
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
側
と
し
て
は
う
れ
し
い
限
り
で
す
。�

　
私
の
子
供
が
入
所
し
て
い
た
頃
、
同
時
入
所
数
が
二
人
以
上

な
ら
二
人
目
か
ら
半
額
で
し
た
。�

　
間
を
お
い
て
入
所
す
る
場
合
も
第
一
子
は
全
額
、
第
二
子
は

４
分
の
３
、
第
三
子
は
２
分
の
１
と
い
っ
た
具
合
に
、
同
時
に

入
所
し
て
い
な
く
て
も
保
育
料
の
軽
減
が
あ
れ
ば
い
い
な
と
思

い
ま
し
た
。�

　
今
、
世
の
中
は
市
町
村
合
併
に
向
け
て
動
い
て
い
ま
す
。�

　
対
象
が
広
く
な
っ
て
い
く
と
、
ど
こ
か
で
手
抜
き
が
出
て
き

た
り
、
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
側
が
言
い
づ
ら
く
な
っ
た
り
す
る

こ
と
の
な
い
様
気
配
り
を
し
て
も
ら
い
た
い
と
願
い
ま
す
。�

「
気
配
り
と
サ
ー
ビ
ス
向
上
」�

町政モニター�

島田  よお子�
（青島）�

今
年
は
、
第
15
回
統
一
地
方
選
挙
が
行
わ
れ
る
年
で
す
。�

一
人
ひ
と
り
が
清
い
一
票
を
投
じ
ま
し
ょ
う
。�

投票区�
東山見第１�
東山見第２�
青　島�
雄　神�
種　田�

投 　 票 　 所�
東山見保育所�

農村環境改善サブセンター�
農村環境改善センター�

雄神保育所�
種田コミュニティセンター�

区 分 �
告 示 日 �
投 票 日 �
投票時間�

富山県議会議員選挙�
４月４日（金）�
４月１３日（日）�

午前７時～午後８時�
平成１５年１月３日
までに転入の届出
をし、引き続き本町
に居住している人�
昭和５８年４月１４日
以前に生まれた人�
４月４日～１２日�

午前８時３０分～午後８時�
福祉センター１階�

入場券�

庄川町長選挙�
４月２２日（火）�
４月２７日（日）�

�
平成１５年１月２１日
までに転入の届出
をし、引き続き本町
に居住している人�
昭和５８年４月２８日
以前に生まれた人�
４月２２日～２６日�

（
投
票
で
き
る
人
）�

選
挙
人
名
簿
に�

登
録
さ
れ
る
人�

�

不
在
者
投
票�

住所�
要件�

年齢�
要件�
期間�
時間�
場所�
持参する物�



「
学
校
教
育
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
」　
　
　
　
　
　
島
田
　
そ
よ（
青
島
）�

7 H15年／3月号�

―  

50
年
を
振
り
返
っ
て  

―�

　
多
年
に
わ
た
り
地
域
の
教
育
・

福
祉
・
文
化
の
向
上
に
献
身
的
に

つ
と
め
ら
れ
、
多
く
の
町
民
の
方�

々
か
ら
信
望
が
厚
い
島
田
そ
よ
さ

ん
に
学
校
教
育
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
分
野
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
し

た
。�

５０
年
前
の
教
育
現
場�

　
終
戦
直
後
だ
っ
た
の
で
、
町
の

子
ど
も
の
他
に
、
都
会
か
ら
疎
開

し
て
い
た
子
ど
も
た
ち
も
い
っ
し

ょ
に
学
校
へ
通
っ
て
い
ま
し
た
。

　
生
活
に
余
裕
の
な
い
時
期
だ
っ

た
の
で
物
資
は
配
給
で
ま
か
な
わ

れ
、
教
科
書
も
な
く
使
い
古
し
の

紙
の
裏
を
利
用
し
た
本
を
使
用
し

て
い
ま
し
た
。
教
員
も
急
変
す
る

社
会
情
勢
に
適
応
す
る
た
め
社
会

科
中
心
の
教
育
研
究
会
を
開
催
し
、

お
互
い
勉
強
も
し
て
き
ま
し
た
。�

　
昭
和
３０
年
代
後
半
に
な
る
と
道

徳
の
授
業
が
開
始
さ
れ
少
し
づ
つ

戦
争
の
影
も
薄
れ
て
い
っ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。
そ
の
頃
は
農
繁
期

に
な
る
と
一
週
間
く
ら
い
の
休
み

が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
は
家
の
手

伝
も
し
ま
し
た
が
、
外
で
遊
ぶ
こ

と
が
好
き
で
よ
く
理
科
の
時
間
に

自
然
観
察
と
言
っ
て
外
へ
出
か
け

た
り
、
ス
キ
ー
を
し
た
り
も
し
ま

し
た
。
学
校
の
仲
間
と
早
く
会
い

た
く
て
朝
７
時
く
ら
い
に
学
校
に

来
る
子
ど
も
た
ち
が
い
て
、
父
母

か
ら
学
校
を
開
け
る
時
間
を
遅
く

し
て
欲
し
い
と
言
わ
れ
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
一
人
で
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
テ
レ
ビ
や
パ
ソ
コ
ン

が
あ
る
時
代
で
は
な
か
っ
た
の
で

仲
間
意
識
が
強
か
っ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。
そ
し
て
教
育
が
ど
ん
ど

ん
充
実
し
て
い
き
音
楽
教
育
も
盛

ん
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。�

父
母
の
力�

　
学
校
給
食
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
一

環
と
し
て
実
施
さ
れ
、
少
し
で
も

美
味
し
い
給
食
を
と
主
に
お
母
さ

ん
方
に
交
代
で
作
り
に
来
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
臨
海
学
校
で
海
に

行
く
時
も
役
員
の
お
母
さ
ん
方
が

随
行
し
食
事
の
お
世
話
な
ど
を
し

て
い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
に
は
準
会
員
と
し
て
地
域

の
方
々
に
参
加
を
い
た
だ
き
サ
ポ

ー
ト
も
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
頃
は
毎
年
と
い
っ
て
い
い
ほ

ど
積
雪
も
多
く
必
ず
屋
根
雪
降
ろ

し
を
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
お
父
さ
ん
達
は

自
分
の
家
の
屋
根
雪
を
降
ろ
し
た

後
、
疲
れ
き
っ
た
体
に
鞭
を
打
ち
、

さ
ら
に
学
校
の
屋
根
雪
も
降
ろ
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
父
母
の
力

で
学
校
は
成
り
立
っ
て
い
る
と
つ

く
づ
く
感
じ
た
も
の
で
す
。�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動�

　
町
で
は
昭
和
５２
年
に
婦
人
会
活

動
の
中
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
進

め
よ
う
と
い
う
活
動
が
芽
生
え
昭

和
５７
年
３
月
に
教
員
を
退
職
後
、

何
か
の
形
で
地
域
の
皆
さ
ん
に
恩

返
し
を
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
か

ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。�

　
今
は
教
員
を
し
て
い
る
時
よ
り

も
活
き
活
き
と
し
た
生
活
を
送
っ

て
い
ま
す
。
教
職
に
つ
い
て
い
る

時
は
『
教
師
』
と
し
て
行
動
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
そ
う
い
っ

た
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
自
由
な
気
持

ち
で
活
動
で
き
る
の
で
楽
し
い
で

す
。
社
会
情
勢
、
少
子
高
齢
化
な

ど
時
代
は
刻
一
刻
と
変
化
し
て
い

ま
す
が
、
最
も
大
切
に
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
こ
と
は
、
お
互
い
に

支
え
合
い
助
け
合
う
心
を
持
ち
続

け
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
も
昔
も
人
は
向
か
い
三
軒
両
隣

を
合
言
葉
に
地
域
を
支
え
あ
っ
て

き
ま
し
た
。
お
互
い
人
と
人
が
支

え
合
い
、
助
け
合
っ
て
こ
そ
好
ま

し
い
社
会
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き

る
と
思
い
ま
す
。
自
己
実
現
の
で

き
る
場
が
魅
力
で
私
に
と
っ
て
の

生
き
が
い
の
場
で
も
あ
り
ま
す
の

で
こ
れ
か
ら
も
常
に
温
か
い
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
精
神
を
持
っ
て
活
動
に

い
そ
し
ん
で
い
き
た
い
も
の
で
す
。�

ボランティア活動について�
発表中の島田さん�

庄川河川敷での自然観察〔昭和35年頃〕�

遠足の一コマ�
〔昭和35年頃〕�



◆開館時間 火～木曜日 9：30～18：00�
 金　曜　日 9：30～20：00�
 土・日・祝日 9：30～17：00�

◆休 館 日 月 曜 日　10日、17日、24日、31日�
 振替休館　22日�

■新着図書�

 小　説 絹扇 津村　節子�
  嫌われ松子の一生 山田　宗樹�
  十津川警部「ダブル誘拐」 西村　京太郎�
  虚空の逆マトリクス 森　　博嗣�
  棟居刑事の凶存凶栄 森村　誠一�
  よく見る夢　上・下 シドニィ・シェルダン�
エッセイ なにわの夕なぎ 田辺　聖子�
  僕は人生についてこんなふうに考えている�
   浅田　次郎�
 一般書 バナタイム よしもとばなな�
  田中耕一という生き方 黒田　竜彦�
  「超」納税法 野口　悠紀雄�
 児童書 とんとんどんどん 村上　康成�
  くいしんぼらいおん 長　　新太�
   ほか多数�

おすすめの一冊�

図書館�

※この他の新着図書は、庄川町ホームページで紹介しています。�

8H15年／3月号�

「嘘つき男と泣き虫女」 �
 アラン・ピーズ，バーバラ・ピーズ 著�

異性が考え、感じていることを
さらに深く理解でき、当たり前
なのにいままで気がつかなか
った事実、目からウロコが落ち
る話が満載。「男と女の不思議」
を説き明かす。�

あっという間の一年でした�国  際�
No.９６�

むかわ�
No.８２�

ローラのアメリカ�
あれこれ⑤�

　昨年４月に
鵡川町に交流
職員として派
遣され、もうす
ぐ１年が経と
うとしていま

す。フェリーで室蘭港に着き、ガスのかかった高
速道路を走り鵡川町に到着した最初の日が昨日の
事のように思われます。�
　さて、鵡川町と庄川町の交流は平成７年７月の
姉妹都市提携以来、様々な形で行われてきました。
　小学生の子供交流、体育指導委員をはじめペタ
ンク・ ゲートボール等のスポーツ団体交流、三谷地
区と米原地区との地域交流、相互の特産品の販売
や商工会青年部、中核農業士、経済懇話会等の経済
交流等々。昨年は、婦人会・老人クラブ連合会・庄船
会・金屋柚子生産組合の４団体約１５０名もの庄川町
民が鵡川を訪れました。特に印象深いものでは鵡
川高校の甲子園応援です。甲子園へ応援に行った
方々はもちろん、保育園児や小学生も応援旗や千
羽鶴を作って応援しました。鵡川町の喜びを共有
できたことは、これまでの交流の成果ではないで
しょうか。�
　最後に、１年間交流職員として鵡川町にお世話
になったわけですが、庄川と鵡川との地理的条件
や気候、生活習慣、文化等いろいろな違いを体験す
ることで、鵡川町の良さだけでなく庄川町の良さ
も感じることができました。今後はこの経験を活
かせるよう努力していきたいと思います。�

鵡川町派遣職員 菊池 紀明（庄川町総務課主任）�

　ゆず香ちゃんが、ローラさんに「アメ
リカのお祭りについて」インタビューし
ました。�

ゆず香　アメリカの主な祭日について話してく

ださい。�

ローラ　日本でおなじみのクリスマスやお正月のほかに、
「聖バレンタインデ―」「復活祭」「独立記念日」「ハ
ロウィン（万聖節）」「感謝祭」などがあります。�

ゆず香　「聖バレンタインデー」とはどんなお祭りですか？�

ローラ　言い伝えによると、聖バレンタインは3世紀頃
のキリスト教殉教者ですが、2月14日に鳥がつがい
となる日だとされ、恋人同士、親子友達間で贈り物
をしたり、カードを送る風習があります。またこの
日は、恋人同士が婚約することも多いです。�

ゆず香　「ハロウィン」はどうでしょう？�

ローラ　聖人や殉教者の霊を祭る11月1日の万聖節の
前夜（10月31日の夜）に行われ、この日には先祖や
親類の墓参りをするので、日本のお盆のような日です。
カボチャの中をくりぬいて玄関先などに飾ります。
子ども達はグロテスクな悪魔や黒猫の仮面などで仮
装し近所や知人の家を回ります。各家庭ではキャン
ディーやチョコレートを子ども達に与えるので、子
ども達はこの日を来るのを楽しみにしています。�

ゆず香　日本のお祭りはどうですか？�
ローラ　日本のお祭りも大変楽しく大好きです。庄川
町の「水まつり」や、城端町の「むぎや祭」札幌の「雪
まつり」等を見ましたが地域の連帯感が強く感じら
れますが、アメリカでは個人で楽しむ傾向が強いよ
うです。これも日米の文化の違いかもしれませんね。�
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● 障害者相談 3/5（水） ● 健康相談 3/7（金）�
● 子育て相談 3/11（火） ● 介護相談 3/12（水）�
● 住宅改造相談 3/13（木）  ● 人権相談 3/17（月）�
● 法律相談 3/28（金） ● 女性問題相談 3/20（木）�
�

● 納税相談 2/17～3/17　※土日・祝日を除く�

● 一般相談 毎週水曜日 ● 行政相談 3/5（水）・19（水）�

中国語講座　3/5（水）・15（土）・25（火）・4/5（土）�

（要予約 　　　82-3520　社会福祉協議会まで）�

3/17（月） 庄川中学校卒業式�
 10：00～　中学校�

3/18（火） 庄川小学校卒業式�
 10：00～　小学校�

4/4（金） 小学校入学式�

4/7（月） 中学校入学式�

3/16（日） 第21回 東西砺波郡民体育大会冬季大会スキー競技会�
 9：00～　上平村タカンボースキー場�

子ども放送局　番組予定�

3/8 （土）�

時 間　10：30～15：30／場 所　図書館 児童室�

「夢スタジオ」�
　腸内細菌研究・辨野義巳さん�

3/22 （土）�「チャレンジ教室」�
　牛乳パックであみものしちゃおう！�
�

べんの�

PM1：00～1：30�

AM9：30～12：00�

PM1：00～2：00�
�

PM1：00～1：30

行 事 名 �対 象 者 �日　　程� 受 付 時 間 �実施場所�

3か月児健診�

健 康 相 談 �

�
三 種 混 合 �

Ⅰ期（初回）�

H14.12月生�

希　望　者�

H14.1月～�
9月生�

H14.10～�
12月生�

3月18日�

毎週金曜日�

4月2日�
�

4月4日�

砺波厚生センター�

保健センター�

�

保健センター�

3月5日　4月10日�

〈一般診療〉�
  3月16日（日） 松田外科医院 （城端） 　62－2168�
  3月21日（金） 井波中央クリニック （井波） 　82－0075�
  3月23日（日） 平 川 医 院 （庄川） 　82－3812�
  3月30日（日） 福野厚生病院 （福野） 　22－3555�
  4月  6日（日） ふくの若葉病院 （福野） 　23－1011�

〈歯科診療〉�
  3月16日（日） 島田歯科医院 （福岡） 　64－2172�
  3月21日（金） 得能歯科医院 （福光） 　52－5700�

  3月23日（日） ふかだ歯科医院 （福岡） 　64－8002�

  3月30日（日） ふかだ歯科医院 （福岡） 　64－8002�
  4月  6日（日） 桜木歯科医院 （砺波） 　32－4188

（0766）�

（0766）�

（0766）�

春の火災予防運動�
3月20日（木）～26日（水）�

（火）�

（水）�

（金）�

卒業生を送る会　小学校�
6年生バイキング給食　小学校�

春季火災予防運動（～26日）�
給食終了　小学校�

庄（30区除く）地内、一般家庭防火診断（井波庄川消防署）�
9：00～　庄地内（30区除く）�

庄川町消防団春季訓練　8：00～　種田地内　サイレン吹鳴あり�

修了式　小学校・中学校�

学年末休業（～4/2）�

集合税第10期納期限�

新任式・始業式　小学校・中学校�

農村環境改善センター　13：30～15：30

農村環境改善センター　9：00～12：00／13：00～16：00

農村環境改善センター　13：30～15：30

農村環境改善センター　19：30～�

9 H15年／3月号�

■健診・相談・予防接種のお知らせ■�

（診療時間　午前9時～午後5時）�
■日曜・祭日連絡医院■�

（全国統一標語）�
　消す心  置いてください  火のそばに�

住宅防火　いのちを守る 7つのポイント�

－3つの習慣・4つの対策－�
3
つ
の
習
慣�

4
つ
の
対
策�

寝たばこは、絶対やめる。�
ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。�
ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。�

逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。�
寝具や衣類からの火災を防ぐために、防炎製品を使用
する。�
火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設
置する。�
お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の
協力体制をつくる。�

●�

●�

●�

●�

●�

●�

●�

3月議会定例会日程�

本会議（初日） 3/7（金）�

本会議（2日目） 3/9（日）�

市町村合併特別委員会�
本会議（3日目） 3/13（木）�

本会議（最終日） 3/17（月）�



皆さんからの身近な情報、地域の活動など、
町の情報の提供をお待ちしています。�

　企画調整課 　82-1905

�
　　もちづくし～�

清流杯で庄川剣士たちが大健闘！！�

～ まちの出来事 ～�

「広報しょうがわ」�
２年連続「特選」受賞�

も�ち� ち�も�・�

10H15年／3月号�

　２月８日（土）・９日（日）の両
日、水記念公園において、「庄川
もちもち遊楽」を開催しました。
庄川特産の「きね」と「うす」を使
ってのつきたてのあずき餅やき
なこ餅、のし餅などを求め大勢
の家族連れで賑わいました。�

　２月８日（土）・９日（日）の２日間、町民体育
センターにおいて、第１２回庄川清流杯北信越高
等学校剣道新人大会が開催され北信越５県の代表
剣士たちによる見ごたえのある試合が展開されま
した。庄川町出身者も多数出場し、中でも女子団

体で準優勝を飾った高岡工芸高校の宮島 恵さん（金
屋）・松井 理恵さん（庄）が健闘しました。�
　２人は、３月２７日（木）・２８日（金）に愛知県春
日井市で開催される「第１２回全国高等学校剣道選
抜大会」に出場されます。�

　昨年１年間の県内市町村の広報紙などを対象とした県市
町村広報コンクールで「広報しょうがわ」（６月号）が広報紙

部門町村Ⅱ部で２年連続「特
選」を受賞しました。�
　これからも皆さんに
親しんで読んでい
ただけるような
広報紙づくりを
心がけていきた
いと思います。�



男女共同参画社会を目指して 合同学習会�

思い出をきれいに撮ろう�

みごと優勝！�
春の全国高校バレー�
出場決める�

11 H15年／3月号�

　２月２１日（金）午後７時３０分より、ふれあいセンターにお
いて男女共同参画推進連絡会が中心となり「第２３回合同学習
会」が開催されました。�
　庄川町長の市町村合併についての講話の後、婦人会・児童
母親クラブの各団体が年間の活動を報告し、共に学習しまし
た。１６０名余りの皆さんが熱心に聴講され、今後の活動の指
針や、よりよい地域社会づくりの実現に向けて有意義な時間
を過ごされました。�

　全３回開催予定のビデオ撮影講習会
のうち、ビデオカメラの使い方編、撮
影基本編の２回が２月１３日（木）と１８日
（火）にふれあいセンターで開催されま
した。受講者は初めてカメラを触られ
る方から撮影歴数十年のベテランの方
まで幅広い層の皆さんで、持参したビ
デオカメラや実際に撮影された映像を
利用しながらビデオカメラの操作方法
など撮影の基本を学ばれました。�

　第３４回全国高等学校バレー
ボール選抜大会県予選会決勝
が２月１１日（火・祝）県総合体育
センターで開催され石黒大悟
くん（青島）、藤井拓くん（金屋）
の所属する高岡第一高校が優
勝しました。�
　２人は３月２０日（木）に東京
の代々木体育館で開幕される
第３４回春の全国高校バレー（全
国高等学校バレーボール選抜
優勝大会）ではベスト４以上を
目指したいと意気込みを見せ
てくれました。�



12H15年／3月号�

小学校�

中学校�中学校�

　子ども達は生き物が大好き
です。保育所では、ウサギやインコ、

ザリガニ等を飼っていますが、特にウ
サギは子ども達に圧倒的な人気があり、エサをあ
げたり、抱っこしたり、遊びのコーナーに連れてき
ては一緒に遊んだりしています。「ウサギさんの毛、
ふわふわであったかい」「どうして鼻ひくひくさ
せてるの」「私ウサギさん好きだよ、早く走るから。

一緒に走りたいな
ー」「ウサギさんも
一緒に絵本みよう」など、ウサギ
を介して友達との会話も弾みます。
保育所では、子ども達が生き物
とのふれ合いを通じて生命の不
思議さや大切さを感じとり、相手を思いやる優し
い気持ちを育んでほしいと願っています。�

ウサギさんかわいいね�ウサギさんかわいいね�

　生徒会の活動紹介の最後に
紹介するのは、選挙管理委員会です。�
　２月１４日（金）平成１５年度前期生徒会役員選挙
の立会演説会と投票が実施され、新会長に２年生
の江田有理さん、副会長に２年生の間馬瑠美さん
が決定しました。�

　自分たちの代表を自分たちの
手で決めるということは、「自治」
を学ぶ基本です。学校では、各

教室の代表者で
構成される選挙
管理委員が、告示
から認証式まで、

生徒会の規則に則って厳粛に行っています。今年
は特に、役場のご厚意もあり、実際の選挙に使用さ
れている投票箱を使って行いました。�
　選挙管理委員長の山本敏之君に話を聞きました。�
　「今年の選挙管理委員会は、より本物に近い選挙
を目指して活動してきました。朝の選挙運動を始め、
お昼の放送での意見発表や政見放送などを行いま
した。政見放送では、来年度の生徒会について考
えていることを話してもらったり、質問を行った
りしてみんなに各候補者の意見をよく理解しても
らえるようにしました。そのためか、立会演説会
では、質問者が多く出て時間が足りなくなるくら
いでした。」�

投票の様子�

　心配していた積雪も
十分。天気もすっきり
と晴れわたり、青空の一
日。２月７日（金）には、
２・３年生は閑乗寺でス
キー学習を行いました。
牛嶽スキークラブ９名

の方々にもご指導をいただき、スキー操作がずい
ぶんと上達しました。午前中、まっすぐに滑るの
が精一杯だったのに、午後には左右に少しずつ曲

がれるようになってきた子もいます。また、見込ん
でいたリフト券では足りないという班もありました。�
　２月１４日（金）には、４・５・６年生がたいらスキ
ー場で実施しました。雪がちらつき時折晴れ間も
見えます。この日は１６名の方々に教えていただき
ました。�
　「もっともっと滑りたいな」「こんどまた、スキ
ーに行きたいな」こんなつぶやきが聞かれました。
よほど楽しかったのでしょう。回数を重ねるたび
にめきめきと上達していく子どもたちです。�

種田保育所�種田保育所�

右にも左にも曲がれるようになった スキー学習�右にも左にも曲がれるようになった スキー学習�

自分たちの学校を自分たちの手で�
庄川中学校の生徒会活動紹介No.8

自分たちの学校を自分たちの手で�
庄川中学校の生徒会活動紹介No.8
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スポーツ�スポーツ�結 果 �
第３９回町民スキー大会�
と　き　２月２日（日）�
ところ　閑乗寺スキー場�
参加者数　６０名�
◎障害物レースの部�
　小学１・２年　　　１位  出村奈々海　　２位  　蔵真奈美�
◎タイムレースの部�
　小学３・４年男子　１位  藤井　幹洋　　２位  上田　真也�
　小学３・４年女子　１位  八田　朋美　　２位  石森しおり�
　小学５・６年男子　１位  齋藤祐太朗　　２位  野村　康志�
　中学男子　　　　　１位  菊池　裕司　　２位  杉森健太郎�
　中学女子　　　　　１位  滝谷美紗子　�
　一般男子Ａ　　　　１位  山田　和俊　　２位  柴垣　昌司�
　一般女子Ａ　　　　１位  太田　留美　�
　一般男子Ｂ　　　　１位  太田　良郎　　２位  浦　　浩一�
　一般男子Ｃ　　　　１位  滝場　謙三　　２位  中川　恒夫�
◎スノーボード競技の部�
　一般男子　　　　　１位  竹部　晴仁　　２位  西野　貴宏�
　一般女子　　　　　１位  若林　幸恵�
�
第１１回県民スポーツレクリエーション祭冬季大会「雪のシン
フォニーin立山」�
と　き　２月２日（日）�
ところ　立山町民グラウンド�
◎雪上ペタンクティール大会�
　シングルの部　参加者数　３９名�
　　２位　齊藤　孝平　　３位　新屋榮太郎�

　ティールの部　参加者数　４８名�
　　３位　新屋榮太郎�
　�
第１２回庄川清流杯北信越高等学校剣道新人大会�
と　き　２月８日（土）～９日（日）�
ところ　町民体育センター�
　男子団体　１位　高志高校（新潟県）�
　　　　　　２位　新潟明訓高校（新潟県）�
　女子団体　１位　新潟明訓高校（新潟県）�
　　　　　　２位　高岡工芸高校（富山県）�
（庄川町からの出場選手）�
男子　齋藤　朋文（高岡工芸高校１年）�
　　　金谷　　将（高岡南高校１年）�
女子　松井　理恵（高岡工芸高校２年）�
　　　宮島　　恵（高岡工芸高校２年）�
　　　浦　　英恵（井波高校２年）�
　　　松井　由美（井波高校２年）�
　　　森田安希子（福野高校１年）�
�
第７回県知事杯争奪県室内ペタンク宇奈月大会�
と　き　２月１２日（水）～１３日（木）�
ところ　宇奈月温泉ホテルニューオータニ�
参加チーム　５５チーム�
　１位　庄川西部クラブ（田邊一男・石黒典男・大浦勇三）�
�
第３０回砺波市武道館落成記念柔道大会�
と　き　２月１６日（日）�
ところ　砺波市武道館�
中学１年男子５５㎏級　　１位　菊池　裕司�
中学２年男子６５㎏超級　２位　島田　宗弥�

みんなで楽しくレベルＵＰ！！�
～大懸郁久美さんを招いてバレーボール教室が開催されました～�
�
　１月２６日（日）に、元五輪選手の大懸郁久美さんを招いて、
バレーボール教室が町民体育センターで開催されました。　
大懸さんはスポーツ少年団、高校生を丁寧に指導し、参加者
は真剣な様子でプレーしていました。�

スポーツを通じた人生を聞く�
�
　２月７日（金）に、スポーツ指導者招聘事業の一環として元箕島高校野
球部監督で甲子園優勝４回の経験をもつ尾藤　公氏の講演会が庄川ふれ
あいセンターにおいて開催されました。中学生を対象に「教えるもの、教
えられるもの」という演題のもと生き方についてお話しされました。�

親子で楽しくチャレンジ�
�
　２月１６日（日）に、町民体育センターにおいてファミリースポー
ツフェスティバルが開催されました。スポーツチャンバラやエア
ロビクス、トランポリンなどに幼児から大人まで約１３０名が参加
されました。「いろんな種目ができて楽しかった。」という声があり、
今後もこのような企画の実施を考えています。�

みのしま�



子どもたちの熱演を、ぜひご覧ください！�
砺波市  出町子供歌舞伎曳山まつり�

　破産で使用できなくなった「㈱エフティ」（発行店名：ラビア、旧トーカ
マートの一部店舗）発行の商品券の還付手続きを４月１８日　まで受付け
ております。�
問合先　北陸財務局富山財務事務所理財課 　０７６‐４３２‐５５２３�

㈱エフティ商品券の還付手続きについて�

軽自動車の廃車手続きについて�

　軽自動車の賦課期日は４月１日
　です。廃車の手続きは３月３１日
　までに行いましょう。�
町ナンバー　原付バイク、コンバ
イン、トラクターなどは役場の
窓口へ�
県ナンバー　軽自動車、大型バイ
クなどは自動車販売店または県
自動車協会（富山市藤木５２１‐１ 
　０７６‐４２４‐６４２０）へ�
必要なもの　ナンバープレート、
印鑑、手数料（町は手数料不要）�
　　自動車が既に使用されていな
かったり、使用不能な状態（故
障など）であっても届出のない
限り課税の対象となりますので、
廃車や各種変更（住所・名義変更）
の手続きは、お忘れのないよう
にご注意ください。�
問合先 　財務課税務係 　８２‐１９０３�

固定資産税課税台帳の
閲 覧 に つ い て�

　平成１５年度の固定資産税課税
台帳の閲覧ができます。�
　固定資産税台帳は、本年１月１
日現在で、町にある土地・家屋の評
価額を所有者ごとに登録したもの
で、平成１５年度固定資産税の基本
となるものです。�
　閲覧できる方は、本人やその代
理人、または土地・家屋の借地・借
家人に限ります。�
期　間　４月１日　より�
場　所　財務課税務係�
※閲覧の際には、印鑑をご持参ください。
また、代理人の方は、委任状を、借地・
借家人の方はそれを証明するものを
持参ください。�

問合先　　８２‐１９０３�

土地価格等縦覧帳簿
及び家屋価格等縦覧帳簿
の 縦 覧 に つ い て�

　地方税法の改正に伴い、平成１５
年より納税者の土地又は家屋の価
格が他の土地又は家屋の価格と比
較することができるよう、土地価
格縦覧帳簿及び家屋価格等縦覧帳
簿の縦覧を行います。�
期　間　４月１日　～６月３０日　�
場　所　財務課税務係�
※縦覧の際には、印鑑をご持参ください。
また、縦覧には納税者であることの確
認が必要となりますので、本人と確認
できるもの（運転免許証・課税明細書等）
を、代理人の方は、委任状を持参くだ
さい。�

問合先　　８２‐１９０３�

「病気見舞い返礼廃止」
封 筒 に つ い て�

　男女共同参画推進員活動の一つ
として進めています。�
　１袋５０円で下記にて取り扱っ
ております。是非ご利用下さい。�
東山見地区�
 吉田眞利子 　　　８２‐６１９２�
 大丸　京子 　　　８２‐３３８６�
 西野　孝進 　　　８２‐４５６７�
青島地区�
 石黒千惠子 　　　８２‐２８１３�
 櫻野　房子 　　　８２‐０１４０�
 齋藤　直己 　　　８２‐２７５８�
雄神地区�
 坂井多津子 　　　８２‐１１２８�
 武田　典子 　　　８２‐２５２９�
 有澤眞智子 　　　８２‐１２７８�
種田地区�
 竹部香代子 　　　８２‐７０７０�
 高橋喜代美 　　　８２‐１３７７�
 飯田　陽久 　　　８２‐１３６９�
ふれあいセンター　　８２‐５００７�
働く婦人の家　　　　８２‐５１６６�

　町制施行５０周年を記念して昨年１１月に刊行された、昭和５０年か
ら現在までの歴史が記載されている「庄川町史 続巻」を
販売しています。この機会に町の歴史を再確認してみて
はいかがでしょうか。�
定価 4,000円（A5版  約１，０００ページ）�

　あわせて「庄川町史 上下巻」（上下セット１５，０００円）
も販売しています。�

子どもたちの熱演を、ぜひご覧ください！�
砺波市  出町子供歌舞伎曳山まつり�

販売・問合先　企画調整課 　８２－１９０５�

二百年を超える砺波の伝統
文化。勇壮な子どもたちの
立ち振る舞いは必見です。�

と　き　４月１６日　・１７日　�
場　所　砺波市出町市街地�
問合先　砺波子供歌舞伎曳山振興会
　　　　　３３－２１０９�

（火）�
（月）�

（水）� （木）�

（火）�

（火）�

（月）�

（金）�

14H15年／3月号�

「庄川町史 続巻」絶賛発売中�



庄川美術館�

　農業振興地域にある農用地区域
内の農地を転用する場合は、農用
地区域からその農地を除外した上
で、農地法による転用許可を受け
る必要があります。�
　今回の農振除外の申請は、３月
２０日　まで受け付けています。
転用計画のある方は、事前に役場
産業建設課までお問い合わせくだ
さい。　８２‐１９０４（内線１９１）�
次回の受付は...�
６月２日　～６月２０日　です。�

農振除外の申請は早めに�

　目が、耳が、手が、不自由でもパ
ソコンが使えます！�
　マーシ園では、障害者のITに関
する個別相談・援助を行っています。�
マーシ園パソコンルーム利用�
月～金（平日）午後６時～７時�
毎月第２日曜日（午前９時～１２時）�
視覚障害者のパソコン勉強会�
毎月第４日曜日（午前９時～１２時）�
パソコン教室（ボランティアの協力あり）�
課題は毎月変わります。�
障害者IT推進員による在宅障害者
訪問事業�
　ご相談に応じ、自宅まで伺います。�
問合・申込先�

　社会福祉法人 マーシ園�
　井波町谷１４２　　８２‐０４９０�

障害者パソコン教室のご案内�

ゴミを捨てないで！！�
ゴミが捨てられると下流で詰ま
る原因になります。�
気をつけて！！�
子供たち、お年寄りを水の事故か
ら守りましょう。�
もうひとつのはたらき�
溢水の防水、雪を流し融かす、防
火の水など�
詳しくは http://www.tomidoren.jp/�
○管理体制整備推進協議会�
富山県、庄川町、土地改良区�
富山県土地改良連合会�

募集種目�
①一般幹部候補生（音楽・飛行要員含む）�
②技術幹部候補生（海上自衛隊要員のみ）�

受付期間　４月７日　～５月９日　�
応募資格　平成１６年４月１日現在、
２０歳以上２６歳未満で大学卒業（見
込み）の方。ただし、大学院修
士課程修了者（見込み）につい
ては２８歳未満の方�
試験日　５月２４日　（飛行要員は
２５日　も実施）�
試験場所　富山県農協会館�
問合先　自衛隊砺波募集案内所�
　　　　　０７６３‐３３‐３７９７�

自衛隊幹部候補生募集�

きれいで安全な用水を
守 り ま し ょ う �

富山障害者就業・生活
支 援 セ ン タ ー 開 設 �
障害を乗り越え就職を希望される皆さんへ�

（平成１５年１月より窓口オープン）�
　職業につくために就業面・生活
面で継続的な支援が必要な障害者
（身体、知的、精神）の方々を応援
します。�
支援センターの主なサービス�
● 障害者の就業面・生活面に関す
る相談を受けます。（ご自宅まで
伺います。）�

● 富山障害者職業センターやハロ
ーワークと連携し、就職支援の
ための計画を立てます。�

● 必要に応じて、就業に必要な力
を養うため、社会福祉施設など
での基礎訓練や企業での職業実
習を受けることができるようあ
っせんします。�

● 就職した後も、職場訪問などを
行うことにより、職場に定着で
きるよう支援します。�
問合先　〒９３９‐２２９８�
　上新川郡大沢野町坂本３１１０番地�
　社会福祉法人　セーナー苑�
　（障害者就業・生活支援センター）�
　　０７６‐４６７‐０６７９（代表）�

民芸館�民芸館�

（月）�

（月）�

（金）�

（金）�

（土）�
（日）�

（木）�

　皆様からのご厚志に対し、深く感
謝申し上げ、有効に活用させていた
だきます。�

15 H15年／3月号�

第１３回 水きらら・人・花展�
３/１（土）～３/３０（日）�

善 意 の 窓 �
■福祉資金として�
▽庄川町金屋 上田治夫さん�

（亡父の供養に１０万円）�
▽庄川町示野 藤永健治さん�

（亡祖母の供養に１０万円）�
▽ソムリエ・ヨシオカ�

（１１，１２０円）�
▽匿　名　（記念切手  ５０万円相当）�
※切手に関心のある方は３月末まで実
費にてお譲りいたします。（町社協まで）�
■スポーツ振興基金として�
▽庄川町落シ 吉藤世紀子さん�

（亡夫の供養に１０万円）�
■広報送付お礼として�
▽東京都板橋区 神下栄間さん�

（２万円）�
▽宮城県古川市 金井三雄さん�

（５千円）�
▽大阪府美原町 水上行男さん�

（１万円）�
▽兵庫県加古川市 藤井澄子さん�

（１万円）�
▽東京都練馬区 大畠藤子さん�

（１万円）�
▽匿　名　　　　　　　（１万円）�

会　期　平成14年11月29日（金）�
～3月30日（日）�

主　催　町教育委員会�

民俗と歴史の素朴な美を探りましょう。�

特別企画展  平成１４年選抜展�

陶磁器・置物、木彫刻、お面・狛犬�

　今年度美術館が主催した実技講座参
加者の作品発表展です。�
　講座をはじめて十数年、最初は齋藤
清策・藤森兼明・林清納諸先生方の絵画
講座からスタートし、近年は齋藤尤鶴
先生の彫刻レリーフ講座を増やし、今
年は野村修三先生の版画講座と年々内
容を充実させてきました。�
　今年は１０４人の方が受講され、内７６
人が出品され、その内絵画６９点、彫刻
レリーフ１５点を展示します。�
　最終日には先生による講評会を行い
ます。興味のある方どうぞいらしてく
ださい。そして次回はあなたも…。�



ガ
ス
台
に
微
笑
む
火
加
減
里
芋
の
煮
付
け

な
し
ゐ
て
好
み
の
味
た
つ�

あ
り
つ
た
け
の
声
大
に
し
て
呼
び
を
れ
ど

無
明
の
世
界
に
吾
子
は
笑
み
を
り�

千
秋
楽
君
が
代
の
歌
懐
か
し
く
何
時
し
か

吾
も
和
し
て
歌
へ
り�

道
迷
ひ
幼
き
姉
妹
雪
の
夜
に
凍
え
死
に
た

り
哀
れ
な
る
か
な�

あ
ら
た
ま
の
年
の
初
め
の
書
き
初
め
は
一

息
に
書
く「
南
山
之
寿
」と�

八
十
に
し
て
赤
き
ス
カ
ー
フ
気
の
ひ
く
も

齢
に
め
げ
ず
心
養
ふ�

水
の
上
跳
ね
て
飛
び
ゆ
く
石
一
つ
幾
つ
跳

ぶ
か
と
児
等
数
へ
を
り�

小
春
日
を
雪
か
き
分
け
て
畑
に
出
づ
大
根

青
葉
色
あ
ざ
や
か
し�

昔
話
聞
こ
え
て
来
そ
う
な
し
ん
し
ん
と
雪

の
夜
灯
す
合
掌
集
落�

帰
省
せ
る
孫
等
逞
し
変
声
期
の
叫
び
を
あ

げ
て
雪
投
げ
は
げ
し�

離
れ
き
て
娘
の
庭
の
寒
椿
朱
ほ
の
ぼ
の
と

胸
に
灯
れ
り�

雪
道
の
算
盤
道
を
車
行
く
春
立
つ
昼
は
雪

解
け
し
げ
し�

姑
強
し
九
十
五
歳
も
何
の
そ
の
階
段
軽
々

か
け
昇
り
行
く�

寒
修
行
大
岩
山
の
滝
打
ち
に
連
珠
を
か
け

て
気
迫
の
荒
行�

円
錐
に
拡
が
る
縄
に
守
ら
れ
て
雪
も
戴
帽

と
た
じ
ろ
が
ぬ
松�

家
中
を
所
狭
し
と
か
け
廻
る
二
歳
曾
孫
は

遊
び
の
天
才�

傘
さ
し
て
風
よ
け
て
ゆ
く
ひ
と
す
ぢ
の
無

彩
色
な
る
果
て
し
れ
ぬ
道�

短 歌�俳 句�
牛
岳
と
根
っ
子
つ
な
が
り
冬
を
生
く�

口
に
ふ
く
み
し
酔
ざ
め
の
寒
の
水�

吹
雪
に
も
負
け
ず
雀
の
朝
�
哉�

山
茶
花
の
赤
で
彩
ど
る
古
都
の
庭�

這
う
て
行
く
廊
下
寒
し
や
部
屋
遠
し�

夫
唱
婦
随
論
避
け
る
術
冬
籠
る�

雪
晴
れ
の
山
の
出
湯
の
賑
は
し
き�

軒
し
ず
く
窓
辺
に
聞
く
や
寒
開
け
る�

時
計
み
つ
つ
朝
寝
如
月
馳
け
て
く
る�

音
も
な
く
春
陽
待
ち
た
る
蔵
の
中�

堰
落
つ
る
水
か
さ
の
音
春
近
し�

降
り
立
ち
て
水
仙
の
香
の
押
し
寄
せ
り�

留
守
の
家
の
太
き
氷
柱
を
見
て
帰
る�

寒
の
水
双
手
に
掬
ひ
顔
洗
ふ�

ゆ
り
か
も
め
大
空
に
道
あ
る
ら
し
き�

裏
山
の
春
告
鳥
の
音
を
待
ち
ぬ�

冬
霧
の
奥
へ
奥
へ
と
汽
笛
入
る�

凍
て
空
や
明
日
の
仕
込
み
の
餡
を
炊
く�

茜
雲
土
産
に
も
ら
ふ
寒
の
餅�

雪
解
風
土
竜
の
穴
の
お
び
た
だ
し�

梅
ふ
ふ
む
雲
間
に
洩
る
る
光
か
な�

笹
鳴
き
や
棚
田
は
天
へ
上
り
つ
め�

松
井
　
寒
灯�

斉
藤
　
尤
鶴�

石
山
　
　
欣�

谷
口
　
六
友�

山
岡
　
為
義�

畑
　
　
郁
子�

上
野
　
恵
子�

滝
　
　
の
り�

坂
戸
　
た
つ�

山
下
　
他
美�

池
田
　
雅
泉�

有
沢
美
智
子�

飯
田
小
枝
子�

小
川
　
ふ
み�

沖
田
　
泰
子�

押
見
南
美
子�

瀧
　
　
昌
子�

冨
樫
ア
ヤ
子�

堂
垂
　
　
子�

森
松
さ
ち
子�

吉
田
百
合
子�

久
保
美
智
子�

や
　
そ�

ふ
し
ょ
う
ふ
ず
い
ろ
ん�

き
さ
ら
ぎ�

せ
き�

に
ぎ�

ゆ
き
げ
か
ぜ

も
ぐ
ら�

　
　
　
　
　

朝
倉
　
捨
子�

　
　
　
　
　

太
田
ユ
キ
ヱ�

　
　
　
　
　

川
上
　
キ
ク�

　
　
　
　
　

川
上
　
光
弘�

　
　
　
　
　

木
村
　
和
子�

　
　
　
　
　

斉
藤
キ
ミ
子�

　
　
　
　
　

志
部
谷
良
一�

　
　
　
　
　

島
田
　
敏
子�

　
　
　
　
　

清
水
　
昭
子�

　
　
　
　
　

長
谷
　
良
作�

　
　
　
　
　

藤
本
久
美
子�

　
　
　
　
　

松
原
　
樹
雄�

　
　
　
　
　

森
松
　
樹
雄�

　
　
　
　
　

山
崎
　
則
子�

　
　
　
　
　

山
本
　
知
子�

　
　
　
　
　

吉
田
　
数
子�

　
　
　
　
　

野
村
　
玉
枝�

は
る
つ
げ
ど
り�

す
く�

や�

ね�

い�

あ
ん�

は
は�

第
6
回 

川
の
情
景
を
詠
む
短
歌�

一
般
の
部
　〔
敬
称
略
〕�

庄
川
大
賞�

  

夕
焼
け
の
奥
へ
と
投
網
打
つ
人
に
　
手
応
え
あ
り
て
影
も
踊
り
ぬ�

神
奈
川
県
厚
木
市
　
　
北
村
純
一�

〔
選
者
選
評
〕
投
網
を
打
つ
人
を
遠
景
で
歌
っ
て
印
象
的
で
あ
り
、
映
像
の
鮮
明
さ
が
魅
力

に
な
っ
て
い
る
。�

庄
川
賞�

  

天
の
川
す
ん
だ
水
面
に
き
ら
め
い
て
　
い
つ
も
の
川
が
ち
ょ
っ
と
特
別

　
砺
波
市
　
井
波
高
校
　
松
本
典
子�

庄
川
賞�

  

奥
飛
騨
の
深
雪
を
わ
け
て
流
れ
く
る
　
水
の
清
さ
に
若
鮎
躍
る�

富
山
市
　
土
肥
誠
一
郎�

小
中
学
生
の
部
　〔
敬
称
略
〕�

庄
川
大
賞�

  

お
兄
ち
ゃ
ん
み
ず
き
り
遊
び
じ
ょ
う
ず
だ
ね
　
石
に
お
ど
ろ
き
あ
ゆ
た

ち
に
げ
る
　
　
　
　
　
　
　
　  

小
矢
部
市
立
大
谷
小
学
校
　
吉
田
麻
純�

〔
選
者
選
評
〕
取
材
感
覚
が
と
て
も
良
く
、
実
際
は
見
え
な
い
鮎
を
想
像
力
で
イ
メ
ー
ジ
し

て
い
る
と
こ
ろ
が
凄
い
。�

庄
川
賞�

  
桜
ち
る
川
が
ピ
ン
ク
に
そ
ま
っ
た
よ
　
ア
ユ
も
水
か
ら
花
見
を
し
て
る�

庄
川
町
立
庄
川
小
学
校
　
有
澤
健
吾�

み
ゆ
き�

一
般
の
部
庄
川
大
賞
に�
 

　
　
　
神
奈
川
県
厚
木
市
　
北
村
純
一
さ
ん�

16H15年／3月号�

ア
カ
ン
サ
ス
　
野
村
玉
枝
選�

庄
川
俳
句
会�

山
ま
ゆ
の
会
　
久
保
美
智
子
選�

　
平
成
９
年
か
ら
実
施
し
て
き
た
本
事
業
も
今
回
で
６
回
を
数
え
、
全

国
各
地
か
ら
一
般
の
部
１
６
０
人（
２
８
３
首
）、
小
中
学
生
の
部
８
４

人（
１
１
８
首
）の
川
の
情
景
を
詠
ん
だ
短
歌
作
品
の
出
詠
が
あ
り
、
歌

人
で
早
稲
田
大
学
教
授
の
佐
佐
木
幸
綱
さ
ん
に
選
考
を
お
願
い
し
、
庄

川
大
賞
と
庄
川
賞
に
は
次
の
方
々
が
選
ば
れ
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
町
制
施
行
５
０
周
年
記
念
事
業
と
し
て
第
２
回
か
ら
６
回
ま

で
の
一
般
の
部
、
庄
川
大
賞
入
賞
作
品
を
歌
碑
に
刻
ん
で
、
庄
川
の
流

れ
を
望
め
る
舟
戸
公
園
内
に
設
置
し
ま
す
。�



東  千那ちゃん�
（金屋）�

父…孝宏　母…恵�

石田  真菜ちゃん�
（青島）�

父…博和　母…和美�

池田  智昭くん�
（示野）�

父…裕之　母…洋子�

瀧　昌子 さん�
（小牧）�

「
船
で
つ
な
ぐ
心
の
ふ
れ
あ
い
」�

17 H15年／3月号�

　このコーナーでは、満３歳までの子どもの写真を募集し
ています。�
　住所、保護者、子どもの氏名（性別）、保護者から子ども
へのメッセージ（20字程度）を書いて、企画調整課へ提出し
てください。（郵送でも可）自薦、他薦は問いません。�
　掲載は先着順となります。また、掲載後は、広報と一緒
に返却します。�

ち　な� ま　な�

お
兄
ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
あ
そ
ん
で
ネ
。�

ともあき�

お
姉
ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
ね
！�

４
月
か
ら
保
育
所
に
行
き
ま
す
。�

お
と
も
だ
ち
と
仲
良
く
あ
そ
ん
で
ね
。�

　
瀧
さ
ん
は
、
平
成
元
年
か
ら
大
牧
温
泉
へ
の
定
期
船
と
庄
川
峡
の
遊
覧
船
が
発
着
す
る
庄

川
船
舶
の
駅
の
待
合
室
売
店
で
働
い
て
お
ら
れ
ま
す
。
売
店
で
働
く
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

そ
れ
ま
で
売
店
で
働
い
て
お
ら
れ
た
瀧
さ
ん
の
お
か
あ
さ
ん
の
後
を
引
き
継
が
れ
た
の
が
き

っ
か
け
で
す
。�

　
駅
に
は
日
本
だ
け
で
は
な
く
海
外
か
ら
観
光
客
が
訪
れ
、
道
や
観
光
地
の
場
所
を
聞
か
れ

た
り
、
観
光
客
か
ら
各
地
の
い
ろ
い
ろ
な
話
を
聞
い
た
り
と
観
光
客
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
が
で

き
る
そ
う
で
す
。
以
前
に
訪
れ
た
観
光
客
か
ら
の
便
り
が
届
く
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。
ま

た
、
外
国
の
方
も
た
く
さ
ん
訪
れ
る
の
で『
ワ
ン
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
エ
ン
』（
１
０
０
円
）と
い
う

言
葉
を
覚
え
ら
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
以
外
の
英
語
は
、
苦
手
な
の
で
他
の
値
段
を
知
ら
せ
る

時
は
、
手
の
ひ
ら
に
小
銭
を
出
し
て
も
ら
い
、
そ
こ
か
ら
お
金
を
頂
い
て『
サ
ン
キ
ュ
ー
』と

笑
顔
を
見
せ
れ
ば
す
べ
て
相
手
に
伝
わ
る
そ
う
で
す
。�

　
瀧
さ
ん
は
俳
句
が
趣
味
で
、
お
正
月
に
は
餅
花
に
句
の
短
冊
を
吊
る
し
、
駅
に
飾
ら
れ
ま

し
た
。
今
後
は
、
駅
に
投
句
箱
な
ど
を
置
い
て
、
観
光
客
と
も
っ
と
ふ
れ
あ
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
ら
れ
ま
す
。
庄
川
峡
を
訪
れ
、
旅
を
楽
し
ん
で
い
る
人
た
ち
と
の
交
流
が
生
き

が
い
で
あ
る
と
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。�
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所
　  

故
　
人
　
名
　
年
齢�

示
　
野
　  

藤
永
た
つ
い
　
90�

　
庄
　
　  

有
澤
　
正
之
　
67�

古
上
野
　  

朝
倉
　
　
　
　
79
�

戸
籍
の
窓�

住
所
　
出
生
児
氏
名
　性
別
　保
護
者
名�

金
屋
　
山
田
　
佳
奈
　
女
　
和
俊�

金
屋
　
今
井
　
華
那
　
女
　
勲�

示
野
　
齋
藤
　
広
晴
　
男
　
雅
仁�

古
上
野
　
山
本
　
司
紗
　
女
　
孝
志�

示
野
　
織
田
　
一
加
　
女
　
定
男�

天
正
　
松
川
　
省
吾
　
男
　
政
弘�

（� 　
住
　
所
　
　
　
夫
婦
氏
名�

　
金
　
屋
　
　
藤
　
田
　
昌
　
宏�

　
小
杉
町
　
　
（
舟
崎
）
安
津
子�

死
亡�

月
日�

2／3
2／5

住
　
所
　  

故
　
人
　
名
　
年
齢�

金
　
屋
　  

上
田
　
五
一
　
83�

落
　
シ
　  

吉
藤
　
庄
栄
　
47
�

死
亡�

月
日�

1／25

1／28

1／22
1／17

1／21
1／28

1／28
1／31

2／6
出
生�

月
日�

ヒスイの湖　直下にひろがる水公園　向い山展望台より�

しまだ�

う み �

　今回、特集でＩＴに
ついて書きましたが技
術の進歩が急速かつ躍進
の可能性を秘めた分野な
ので、記事にするのがとても難
しく、現在の状況で言える事の
みを書きました。�
　私が期待することはＩＴによ
って今まで以上に世界中の人々
とコミュニケーションをとれる
地球になるということ。これは
容易なことではないが、決して
不可能なことではないはずです。
この地球上に存在する多くの文
化を距離・言葉の壁を越えて分
かり合い、世界中の人たちと仲
良くなれたら楽しいだろうなぁ
と思います。�

●町の人口（２月末日現在）●�

人　口 7,256人　 （＋  5） （△22） 転入 14�
　男 3,487人　 （　  0） （△12） 転出 12�
　女 3,769人　 （＋  5） （△10） 出生 6�
世帯数 2,044世帯 （　  0） （＋  6） 死亡 3

前年比�前月比�
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発
行
日
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成
十
五
年
三
月
五
日
　
発
行
所
／
富
山
県
庄
川
町
（
郵
便
番
号
九
三
二
ー
〇
三
九
三
）�

印
刷
／
㈱
ア
ヤ
ト
　
第
五
八
七
号�

H15年／3月号�

　
（
1
月
21
日
〜
2
月
20
日
申
出
の
も
の
の
み
掲
載
）�

編 集 後 記 �

本紙は、資源保護のため再生紙を使用しています。�

写
真
撮
影
　
山
田
　
辰
夫 

氏
／
写
真
解
説
　
杉
森
富
美
吉 

氏�

老齢人口 1,809人 （　   ＋3） （　 ＋24）�
　　　率 24.9％ （　0.0％） （＋0.4％）�
幼年人口 965人 （　   ＋1） （　 ＋12）�
　　　率 13.3％ （　0.0％） （＋0.2％）�

か
　
な�

か
　
な�

し
ょ
う
ご�

そ
　
ら�

つ
か
さ�

い
ち
か�

　
舟
戸
橋
か
ら
町
道
14
号
線
の
坂
を
歩
け
ば
、
右
手
の
川
も
町
も
屋
並
み
も
、
す
べ
て

が
百
万
両
の
眺
め
で
あ
る
。�

　
山
中
に
入
っ
て
さ
ら
に
進
め
ば
、
向
い
山
の
展
望
台
に
至
る
が
、
こ
こ
は
「
水
記
念

公
園
」
の
全
景
を
俯
瞰
す
る
所
で
あ
る
。�

　
噴
水
広
場
を
囲
む
よ
う
に
し
て
、
木
工
新
製
品
開
発
セ
ン
タ
ー
、
特
産
品
生
産
セ
ン

タ
ー
、
郷
土
文
化
保
存
伝
習
セ
ン
タ
ー
の
建
物
が
並
び
、
芝
生
の
上
に
は
、
水
資
料

館
、
そ
の
隣
り
に
庄
川
美
術
館
、
下
の
大
駐
車
場
に
は
、
庄
川
の
職
人
た
ち
が
作
っ
た

製
品
を
販
売
す
る
ウ
ッ
ド
プ
ラ
ザ
が
あ
る
。�

　
ケ
ア
ポ
ー
ト
庄
川
へ
の
道
が
Ｓ
字
に
く
ね
り
、
遙
か
彼
方
の
医
王
へ
む
け
て
視
界
が

ひ
ろ
が
る
。
扇
状
地
の
扇
頂
を
見
お
ろ
す
景
観
指
定
席
で
あ
る
。�

ふ
か
ん

�

せ
ん
ち
ょ
う�

は
る�
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